
八尾市指定文化財  安中新田会所跡 旧植田家住宅 ニューズレター

Vol.46

NEWS LETTER

関西文化の日

植松灯籠の日と影絵

連載コラム

「落穂拾い‐今東光の薫風‐（ 四十 ）」

2020年12月発行

http://kyu-uedakejutaku.jp/

KYU-UEDAKE  INFORMATION

発行部数 3,000 部

特別・企画展 

旧辻田家寄贈襖絵初公開

夏季企画展 

夏の扇 ナツノオウギ



― 2 ― 2

冬季企画展「昔のくらしはエコなくらし」2021年1/6（水）ー3/15（月）
江戸時代から昭和時代までの昔の生活道具や知恵を通して、今のくらしとエコを考えます。

通常展「大和川付替えと植田家の収蔵品：工芸品編」3/19（金）ー4/25（日）
「大和川付替えの歴史」と「旧植田家住宅の変遷」をパネルで紹介。収蔵資料の一部（工芸品）も展示。

※休館日はP15をご覧ください

展示のご案内
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表紙写真

《旧辻田家寄贈襖絵》（八尾市）

平成 30 年（2018）、旧辻田家（植松町）より
江戸時代から明治時代までの史資料およそ
1,000 点近くが八尾市に寄贈された 。今回、
特別・企画展として、襖絵をはじめ、資料の
一部を初公開した。詳細は 4・5 頁を参照。
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特
別
・
企
画
展 

 

旧
辻
田
家 

寄
贈
襖
絵 

初
公
開

 　

江
戸
～
明
治
時
代
の
大
福
帳
・
証
文
類
な
ど
の
古

文
書
、
和
本
・
書
籍
類
、
短
冊
、
絵
襖
・
屏
風
・
掛
軸

な
ど
書
画
類
、民
具
類
、あ
わ
せ
て
一
〇
〇
〇
点
近
く

の
資
料
が
平
成
30
年
、
辻
田
家
よ
り
八
尾
市
に
寄
贈

さ
れ
た
。辻
田
家
は
、か
つ
て
河
内
国
渋
川
郡
植
松
村

（
現
八
尾
市
植
松
町
）に
お
い
て「
西 

辻
田
家
」と
称
さ

れ
た
庄
屋
屋
敷
で
、
近
年
ま
で
建
物
が
現
存
し
た
。

今
回
は
修
復
を
終
え
た
ば
か
り
の
旧
辻
田
家
襖
絵
を
、

辻
田
家
に
伝
存
す
る
資
料
と
合
わ
せ
て
初
公
開
す
る

特
別
展
を
旧
植
田
家
住
宅
に
て
開
催
し
た
。

【
展
示
資
料
】

　

本
展
で
は
、襖
絵
２
点（
計
12
面
分
）と
杉
戸
絵
１
点
、

民
具
類
３
点
、
古
文
書（
地
図
）１
点
を
展
示
室
に
て

展
示
し
、主
屋
で
は
衝
立
と
屏
風
各
１
点
を
そ
れ
ぞ
れ

再
現
展
示
し
た
。

・
襖
絵「
競

く
ら
べ
う
ま馬

図
／
岩
涛
に
虎
図
」
江
戸
後
期

　

両
面
と
も
源
恭
義（
鴎
汀
）の
作
。表
面
は
大
和
絵
、

　

裏
面
は
狩
野
派
の
描
法
で
描
か
れ
る
。

・
襖
絵「
竹
林
七
賢
図
」
江
戸
中
期

　

大
坂
で
狩
野
派
を
展
開
し
た
絵
師
・
吉
村
周
山
の
作
。

　

裏
面
は
金
砂
子
が
ま
か
れ
、南
嶺
の
落
款
が
あ
る
。
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・
杉
戸
絵「
鶴
図
／
松
図
」
江
戸
後
期

　

座
敷
襖
絵
と
同
じ
源
恭
義
の
作
。襖
絵
と
同
時
期
に

　

制
作
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。外
廊
下
に
あ
っ
た
。

　

旧
辻
田
家
の
資
料
の
中
に
は
、
同
じ
植
松
地
域
に

あ
る
旧
植
田
家
と
の
直
接
的
な
交
流
を
示
す
も
の
は

み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、植
田
家
所
蔵
の
資
料
と
の
類
似
性

が
あ
り
、植
松
地
域
の
歴
史
や
往
時
の
人
々
の
暮
ら
し

ぶ
り（
文
化
的
な
営
み
）が
う
か
が
え
た
。

（
学
芸
員　

安
藤 

亮
）

【
特
別
展
関
連
講
演
会
、開
催
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
中
、万
全

の
コ
ロ
ナ
対
策
を
講
じ
て
、特
別
・
企
画
展
関
連
講
演

会
を
11
月
15
日（
日
）
に
開
催
。
講
師
の
藤
井
淳
弘
氏

（
八
尾
市
文
化
財
課
）に
は
、マ
ウ
ス
シ
ー
ル
ド
の
着
用
と

透
明
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
越
し
で
お
話
し
て
い
た
だ

い
た
。講
演
は「
八
尾
市
の
文
化
財
と
旧
辻
田
家
の
文

化
財
」を
テ
ー
マ
に
、地
域
に
の
こ
る
文
化
財
の
発
見

と
活
用
に
つ
い
て
詳
細
な
デ
ー
タ
が
示
さ
れ
る
と
参
加

者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。ま
た
こ
の
日
は
襖
を
修
復

し
た
工
房
レ
ス
ト
ア
制
作
の

「
修
復
動
画
」の
お
披
露
目
も

あ
り
、初
見
で
藤
井
氏
に
解
説

も
し
て
い
た
だ
い
た
。

文化財（襖絵）の修復動画
（制作：工房レストア）
※現在も旧植田家住宅
　　　ホームページにて公開中

立面図：杉野 丞氏 2018-2020
（提供：八尾市文化財課）

吉村周山《竹林七賢図》紙本墨画・金砂子 96×176cm（１面）碇南嶺《山水図》二曲屏風 碇南嶺《笹に小禽図》衝立

源恭義《競馬（くらべうま）図》紙本著色・金箔・金砂子 145.5×176cm（１面）

源恭義《鶴図》杉戸絵

矢立と銭升

龍華村大字別戸数畳数取調地図

源恭義《岩涛に虎図》絵襖、4面、紙本墨画・金砂子

前期展示

後期展示

～主屋にも屏風と衝立を展示～

地
域
の
歴
史
・
文
化
を
伝
え
る

講演中の藤井氏
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大阪教育大学コラボ演習生による植田家レポート in 土蔵 1（民具資料展示室）

安中新田会所跡 旧植田家住宅

～昔の生活道具 篇～
・昔の勉強机とたばこ盆・長煙

き せ る

管のセット
　初めて見たときに、 たばこ盆と長煙管が知らないので

筆記用具だと思いました。 スタッフの方から説明を聞いて

分かりました。 （王）

・抹茶用石臼
　石臼は昔の中国でも使われていた

ので、 聞いたことがあります。 しかし、

抹茶用の石臼は日本限定かなぁと

思っています。 （王）

・（石炭・ガス）ストーブ
　最初に見る際、 鳥カゴだと思い

ましたが、 ストーブでした。 左右

に石炭仕様とガス仕様のものを

並べてみると時代の変化を感じ

ます。 （張）

・黒電話　皆さんはこの電話の使い方は

分かりますか？若い世代になると知らない

人もいるようです。 実物を見て、 かけ方を試し

てみてはいかがでしょうか。 （泉本）

・ピンホールカメラ　

このニコニコしている謎の箱は

何でしょう？レンズが２つで、後ろ

　　　　　　 には何もありません。

　　　　　  撮 り方を調べてみると

　　　　 　  面白いかも !? （泉本）

・柳行李カバン
　柳の枝で作ったカバンを

初めて見ました。 見た目は

重たくて、 硬い印象でした

が、実際は案外軽くて、柔ら

かいです。 （張）

・タイプライター
　タイプライターを見た瞬間、

最初に思い浮かべたのは、 京都

アニメーションが制作した感動

物語 『バイオレット ・ エヴァー

ガーデン』でした。調べたところ、

現代でもタイプライターの愛用者

がいると知りました。 打ち心地、

試してみたいですね。 （張）

・便器　今はもう使えない

けれども、 色とデザインから

見れば当時の流行のスタイル

がうかがえます。 （王）

・火のし 中国のテレビドラマ

で し か 見 た こ と が な い の で、

古い道具を目の前で見たり触っ

たりできるなんて不思議だと

感じました。 （張）

・風呂桶
　見るとすぐに機能が分か

る生活道具。 今のバスタブ

と比べて、 見た目に材料も

中身の構造も非常に変わり

ました。 （王）
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No.

DATE               ・      　・
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" 教育コラボレーション演習 " のふりかえり
R2　10 ～ 12

◎河内木綿体験  （毎月第１土曜日に開催）

　今回の演習で河内木綿に関することを初めて知りま

した。河内木綿の活動では「綿繰り」、「糸つむぎ」などを

いろいろ体験してとても面白かったです。博物館で展示物

を見ながら説明文を読むより、自分で綿から布になる

までを試みるほうが印象深いと思います。

河内木綿を作るプロセスでは専用の道具があって、綿の種をとる「綿繰り機」、糸を作る

「糸車」などを分けられたそうです。それも昔の人々の知恵ではないかと思っています。

大変貴重な体験ができたので、皆さんもし興味があればぜひ参加してみてください。
（張 宇楠）

◎日常ではできない体験
　今回、私は日常生活ではできないようなことをたくさん体験させていただきました。

河 内 木 綿 体 験 、昔 遊 び な ど 、こ こ に 来 な け れ ば お そ ら く こ れ か ら 先 も や る こ と は

なかったと思います。タイムスリップしたみたいで本当に楽しくて貴重な体験ばかり

でした。かまどの焚き付け研修に参加した際には、かまどに

火をつけるその過程についてたくさんの発見がありました。

皆さんも来て、たくさんの発見をしていただきたいです。

本当にありがとうございました。 （泉本 陽菜） 

◎昔遊びの日 （毎月第３日曜日に開催）

　 今 回、実 習 の 中 で「 昔 遊 び の 日 」と い う 活 動 を 体 験 し ま し た。子 ど も た ち と 一 緒 に

け ん 玉 と か お は じ き と か い ろ ん な 昔 遊 び を し て、と て も 楽 し か っ た

です。留学生として日本の昔遊びはよく知りませんでしたが、皆さんと

遊んでいるうちに、規則を理解するにつれて、面白さも

感 じ て き ま し た。左 の 図 は パ ズ ル ゲ ー ム で、試 み る

と 想 像 以 上 に 難 し い で す。右 は 初 め て お 手 玉 を 作 っ た 時 の 写 真 で、

完成するまでは自分でできるのが信じられません。本当にいい思い出

になりました。 

マッチを擦って焚き付け

「綿繰り」体験の様子

イベント体験レポート

安中新田会所跡 旧植田家住宅 ×
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扇
子
か
ら
扇
風
機
ま
で
。

夏
季
企
画
展 

 

夏
の
扇 

ナ
ツ
ノ
オ
ウ
ギ

 　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第
２
波
が
到
来
す
る
中
、

文
化
の
灯
を
絶
や
さ
ぬ
思
い
で
夏
季
企
画
展「
夏
の

扇 

ナ
ツ
ノ
オ
ウ
ギ
」を
開
催
。来
館
し
て
ほ
し
い
願
い

と
、感
染
拡
大
防
止
の
た
め
不
要
不
急
の
外
出
は

控
え
て
ほ
し
い
と
い
う
考
え
が
交
錯
し
た
結
果
、

展
示
に
は
一
切
解
説
を
付
け
ず
、ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

に
見
て
楽
し
め
る
涼
し
い「
扇
」を
取
り
上
げ
た
。

　

旧
植
田
家
住
宅
に
は
と
に
か
く
た
く
さ
ん
の
扇
子

が
あ
る
。
勿
論
一
人
の
人
が
使
用
し
て
い
た
の

で
は
な
く
、
そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
代
々

植
田
家
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
使
わ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た「
扇
」
と
い
う
意
匠
も
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
用
い
ら
れ
、文
様
や
形
そ
の
も
の
を

用
い
た
美
術
工
芸
品
も
あ
る
。扇
は
進
化
の
過
程

を
経
て
、現
代
の
私
た
ち
の
生
活
の
中
に
も
み
る

こ
と
が
で
き
る
。「
不
要
な
も
の
」の
例
え
に「
秋
の

扇
」あ
る
い
は「
夏
炉
冬
扇
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

タ
イ
ト
ル
の「
夏
の
扇
」に
は
、必
要
で
あ
り
た
い

と
い
う
想
い
も
込
め
ら
れ
て
い
る
…
と
い
っ
た

解
説
な
し
で
、夏
季
企
画
展
は
終
了
し
た
。　
　

（
学
芸
員 

安
藤
亮
）

解説不要で、見て涼む・・・

主な展示品

・掛軸（扇面図、蛍美人図、団扇図）
・扇子（白檀、書画、舞扇子ほか）
・団扇（絵入り団扇、竹団扇、渋団扇など）
・扇風機（大正時代）　その他 美術工芸品←
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四
会
所
だ
よ
り

「
深
野
池
新
田
開
発
関
連
文
化
財
群
」の

保
存
・
活
用
に
向
け
て

　

今
か
ら
10
年
前
の
平
成
22
年（
２
０
１
０
）、

大
東
市
は
、千
石
蔵
・
道
具
蔵
・
船
着
場
の
遺
構
が

残
る
平
野
屋
新
田
会
所
跡
の
北
西
部
４
７
６
㎡

を
公
有
化
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
東
市
教
育

委
員
会
は
、会
所
跡
の
活
用
方
針
に
市
民
の
声
を

反
映
す
る
た
め
、平
成
26
年（
２
０
１
４
）に
平
野
屋

新
田
会
所
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
会
議
を
結
成
し
、

市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
会
所
跡

や
周
辺
の
文
化
財
の
魅
力
を
紹
介
す
る
見
学
会
、

展
示
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。こ
う
し
た
地
道
な
活
動
の
積
み
重
ね
に

よ
っ
て
、平
成
31
年（
２
０
１
９
）に
は
、「
平
野
屋

新
田
会
所  

千
石
蔵
跡
・
道
具
蔵
跡
・
船
着
場
跡
」

を
大
東
市
指
定
史
跡
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

市
史
跡
指
定
に
あ
た
っ
て
、大
東
市
教
育
委
員

会
は
、
会
所
跡
と
周
辺
に
残
る
水
路
や
樋
門
、 （26）

会
所
で
伝
わ
っ
た
古
文
書
や
民
具
な
ど
、深
野

池
の
新
田
開
発
に
関
連
し
た
様
々
な
文
化
財
＝

「
深
野
池
新
田
開
発
関
連
文
化
財
群
」を
一
体
的

に
保
存
・
活
用
し
て
い
く
と
い
う
方
針
を
打
ち

出
し
ま
し
た
。「
関
連
文
化
財
群
」
と
は
、
近
年

の
文
化
財
保
護
法
改
正
の
動
き
の
中
で
新
し
く

生
ま
れ
た
考
え
方
で
、
地
域
の
多
種
多
様
な

文
化
財
を
歴
史
文
化
の
特
徴
に
基
づ
く
テ
ー
マ

や
ス
ト
ー
リ
ー
に
沿
っ
て
一
定
の
ま
と
ま
り
と

し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。ま
と
ま
り

を
持
っ
て
扱
う
こ
と
で
、指
定
文
化
財
だ
け
で

な
く
未
指
定
の
文
化
財
に
つ
い
て
も
構
成
要
素

と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、相
互

に
結
び
つ
い
た
文
化
財
の
多
面
的
な
価
値
や
魅
力

を
発
見
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
方
針
の
も
と
、今
年
度
か
ら
は
、

有
識
者
、
地
域
住
民
、
大
学
生
、
市
民
サ
ポ
ー

タ
ー
と
市
の
関
係
部
局
が
参
加
す
る
会
議
を
立
ち

上
げ
、「
深
野
池
新
田
開
発
関
連
文
化
財
群
」の

保
存
・
活
用
方
法
の
本
格
的
な
検
討
に
着
手

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
こ
に
至
る
ま
で

長
い
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、貴
重

な
歴
史
遺
産
を
未
来
に
つ
な
い
で
い
く
た
め

平
野
屋

新
田

の
ス
タ
ー
ト
地
点
に
よ
う
や
く
立
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
来
年
度
は
、享
保
６
年（
１
７
２
１
）に

大
坂
の
両
替
商
・
平
野
屋
又
右
衛
門
が
深
野
南

新
田（
大
東
市
平
野
屋
・
谷
川
・
南
新
田
地
区
）

と
河
内
屋
南
新
田（
東
大
阪
市
元
町
地
区
）
の

所
有
権
を
得
て
か
ら
３
０
０
年
の
節
目
を
迎
え
る

の
を
記
念
し
、「
平
野
屋
新
田
３
０
０
年
事
業
」

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、大
東
市
の「
深
野
池
新
田
開
発
関
連

文
化
財
群
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」に
注
目

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
大
東
市
教
育
委
員
会　

佐
々
木 

拓
哉
）

船
着
場
の
階
段

(

地
中
に
保
存)

千
石
蔵
の
遺
構
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【
か
ま
ど
が
大
活
躍
】

　

今
年
は
い
ろ
ん
な
意
味
で「
か
ま
ど
」が
世
間

で
大
活
躍
し
て
い
ま
す
が
、旧
植
田
家
住
宅
で

は
例
年
か
ま
ど
を
使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
が
９
月

か
ら
12
月
に
か
け
て
集
中
し
て
い
ま
し
た
。

　

・
防
災
か
ま
ど
で
ご
飯
炊
き
体
験
（
９
月
）

　

・
か
ま
ど
で
月
見
団
子
づ
く
り
、
観
月
会

　

・
旧
家
で
食
事
会
（
11
月
）

　

・
お
も
ち
つ
き
大
会
（
12
月
）

　

・
そ
の
他
、畑
企
画
で
の
ご
飯
炊
き 

な
ど

日日植田家住宅
-日常から日用まで -

雑記帳

第３日：去年の今頃は…

　

か
ま
ど
は
さ
て
お
き
、他
に
も
コ
ン
サ
ー
ト

や
蓄
音
機
の
活
用
、
昔
の
く
ら
し
体
験
、
地
域

連
携
で
は
地
元
八
尾
高
校
と
の
コ
ラ
ボ
で
書
道

展
や
夏
の
お
茶
会
、新
年
に
は
こ
ど
も
の
た
め

の
お
茶
会
の
開
催
も
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、今
年
度
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
僅
か

と
な
り
ま
し
た
が
、年
度
末
の
３
月
ま
で
に
中
止

と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
は
次
の
通
り
で
す
。

〈
今
年
度 

中
止
の
イ
ベ
ン
ト
〉

　

・
蓄
音
機
で
回
想
法
（
11
月
）

　

・
う
え
ま
つ
劇
場
（
新
）

　

・
旧
家
で
コ
ン
サ
ー
ト

　

・
旧
家
で
食
事
会

　

・
こ
ど
も
昔
く
ら
し
体
験
（
12
月
）

　

・
お
も
ち
つ
き
大
会

　

・
こ
ど
も
の
た
め
の
お
茶
会
（
１
月
）

　

・
旧
家
で
落
語
の
会
（
２
月
）

　

・
講
座
３
「
古
民
家
・
重
文
民
家
の
話
」

　　

見
る
と
楽
し
そ
う
な
イ
ベ
ン
ト
ば
か
り
で
す
。

来
年
コ
ロ
ナ
が
落
着
け
ば
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い

と
思
い
ま
す
。特
に「
お
も
ち
つ
き
」は
必
ず
や
。

かまどで月見団子づくり（9 月）

防災かまどでご飯炊き（９月）

おもちつき大会（12 月）

旧家で食事会のかまど飯（11月）

Kamado boom

【事業計画の再確認】

　日々の指定管理業務は、年間計画に基づい

て行なっています。未だ収束・終息がみえな

い新型コロナに よ っ て 令和２年度は 中止と

なった事業がたくさんありました。昨年度の

事業を確認していると、あっという間に次

年度の事業計画を出さなければならない時期

がやって来ました。

　そこで去年の今頃（9月～12月）は何をして

いたのかを振り返ってみました。



― 12 ― 12

関
西
文
化
の
日11.14

「
植
松
灯
籠
の
日
」と
影
絵

　

旧
植
田
家
住
宅
で
は
毎
年
11
月
に「
植
松
灯
籠
の

日
」を
開
催
し
、こ
の
日
だ
け
は
夜
間
見
学
が
で
き

ま
す
。
ま
た
関
西
の
主
な
博
物
館
な
ど
が
無
料
で

観
ら
れ
る「
関
西
文
化
の
日
」に
あ
わ
せ
て
、今
年
は

「KAN
SAI N

IGH
T M

USEUM

」に
も
参
加
。コ
ロ
ナ

禍
に
あ
っ
て
、た
く
さ
ん
の
来
場
者
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、少
し
で
も
心
安
ら
ぐ
ひ
と
時
が
過
ご
せ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
ん
な
中
、「
植
松
灯
籠
の
日
」の
も
う
ひ
と
つ
の

お
楽
し
み
で
も
あ
る
影
絵
は
、今
年
は
二
階
の
部
屋

の
入
室
制
限
の
た
め
、中
は
見
る
事
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
と
は
少
し
違
っ
た
作
品
と

な
り
ま
し
た
。当
日
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
見
ら
れ
な

か
っ
た
方
も
、こ
こ
で
写
真
と
そ
の
裏
側
を
少
し

公
開
し
ま
す（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
植
ブ
ロ
グ
」に
も

掲
載
）。
ぜ
ひ
来
年
は
、（
コ
ロ
ナ
が
収
ま
れ
ば
）生
で

観
に
来
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
ス
タ
ッ
フ
）

オリジナル影絵「日本の伝統文様と花札」

と 

そ
の
裏
側

「植松灯籠の日」開始1時間前。学生たちによる展示風景。実はダンボール紙…。

庭からみる座敷 1

ギャラリー横の庭

影絵が映る主屋

灯籠にあかりが灯る庭

関西文化の日 11/14-15
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【
植
田
家
住
宅
の
・
ち
ょ
う
ど
い
い
・
ト
ピ
ッ
ク
ス
】

　

◆
終
了
し
た
イ
ベ
ン
ト
◆

 

・「
航
空
写
真
に
見
る
八
尾
～
施
設
周
辺
～
」

　  

　
　
＝
２
０
２
０
年
10
月
24
日（
土
）～
12
月
25
日（
金
） 

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
と
と
も
に
外
出

す
る
機
会
が
減
っ
た
今
秋
、
旧
植
田
家
住
宅
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
は
、展
示
室
で
開
催
中
の
特
別
・
企
画
展
と

一
部
リ
ン
ク
す
る
形
で
ミ
ニ
展
示「
再
発
見
！
航
空

写
真
に
見
る
八
尾
」
を
開
催
し
た
。
ミ
ニ
展
示
で
は
、

施
設
周
辺（
植
松
・
安
中
・
龍
華
）の
昭
和
二
十
三
年
か
ら

平
成
十
九
年
ま
で
の
ま
ち
の
様
子
を
航
空
写
真
で
ふ
り

返
り
、
今
回
は
さ
ら
に
同
じ
場
所
の
高
低
差
を
地
形

模
型
で
立
体
的
に
表
わ
し
た
パ
ネ
ル（
制
作
：
ま
ち
研
。

「
植
田
家
だ
よ
り
」45
号
を
参
照
）も
併
せ
て
展
示
し
た
。

同
パ
ネ
ル
展
は
い
つ
も
同
じ
航
空
写
真
を
用
い
る

が
、毎
回
発
見
す
る
こ
と
も
多
く
あ
り
、今
回
は
こ
の

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
移
動
す
る
こ
と
な
く
、物
理
的
な

距
離
は
も
ち
ろ
ん
、過
去
に
遡
っ
て
歴
史
的
な
距
離
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
み
な
さ
ん

も「
時
空
ま
ち
あ
る
き
」を
試
み
て
は
。

・「
旧
家
で
記
念
撮
影
～
七
五
三
～
」

　  

　
　
＝
２
０
２
０
年
11
月
1
日（
日
）～
11
月
29
日（
日
） 

　

入
館
者
数
が
激
減
す
る
中
、今
年
も
前
撮
り
を
含
め

て
複
数
の
家
族
が
来
館
し
、記
念
撮
影
を
楽
し
ん
だ
。

ま
た「
七
五
三
く
じ
」も
好
評
で
、当
た
り
く
じ
よ
り
も

笑
顔
が
た
く
さ
ん
出
た
。

◆ 

告 

知 

◆

 

・「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
２
０
２
０
」

　  

　    

＝
２
０
２
１
年
１
月
６
日（
水
）～
１
月
31
日（
日
） 

　

テ
ー
マ
は「
新
旧
大
和
川
と
新
田
会
所
周
辺
の
風
景
」。

２
０
２
０
年
に
募
集
し
た
写
生
作
品
を
展
示
。

・「
旧
家
で
記
念
撮
影
～
新
年
・
成
人
の
日
～
」

　  

　    

＝
２
０
２
１
年
１
月
６
日（
水
）～
１
月
31
日（
日
） 

　

新
年
は
旧
植
田
家
住
宅
で
記
念
撮
影
。
新
成
人
は

入
館
無
料
（
身
分
証
の
提
示
を
求
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

昭和23年（1948）

平成19年（2007） 地形の高低差が分かる立体パネル

昭和50年（1976）
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三
島
由
紀
夫
没
後
五
十
年
に
な
る
二
〇
二
〇
年
は

さ
ま
ざ
ま
な
回
顧
展
や
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
し
た
。今
東
光
と
三
島
由
紀
夫
の
つ
な
が
り

で
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、東
光
作
品「
稚
児
」と
三
島

作
品「
禁
色
」に
つ
い
て
で
す
。

　
「
禁
色
」に
次
の
よ
う
な
描
写
が
あ
り
ま
す
。

　

 「
稚
児
が
宴
会
の
上
席
を
占
め
、主
君
の
盃
を
真
先

　

に
い
た
だ
い
た
こ
の
時
代
の
、面
白
い
秘
本
の
写
し

　

が
あ
る
ん
だ
」
―
俊
輔
は
手
も
と
の
棚
か
ら
薄
い

　

和
綴
の
写
本
を
と
り
あ
げ
て
悠
一
に
示
し
た
。

　
「
叡
山
文
庫
の
な
か
に
あ
る
奴
を
、人
に
た
の
ん
で

　

写
し
て
も
ら
っ
た
ん
だ
が
ね
」

　
　

悠
一
は
表
紙
の「
児
灌
頂
」と
い
う
字
を
読
み

　

か
ね
て
老
作
家
に
た
ず
ね
た
。

　

 「
ち
ご
か
ん
じ
ょ
う

4

4

4

4

4

4

4 

、と
読
み
ま
す
。こ
の
一
冊
が

　

児
灌
頂
の
部
分
と
弘
児
聖
教
秘
伝
の
部
分
に
分
れ

　

て
い
る
が
、（
以
下
略
）

　

  （
引
用
・・「
禁
色
」昭
和
三
十
九（
一
九
六
四
）年
四
月
三
十
日
発
行
、

　
　

   

新
潮
文
庫
よ
り
）

落
穂
拾
い

　

 -
今
東
光
の
薫
風- 

（四
十
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
・
伊
東  

健

　

東
光
は
三
島
没
後
の
昭
和
四
十
八
年
に
自
身
の

代
表
作
選
集
に「
稚
児
」を
収
録
す
る
際
、跋
文
後
記

と
し
て
以
下
の
文
章
を
付
け
加
え
て
い
ま
す
。

　
　

と
こ
ろ
で
三
島
由
紀
夫
君
が
彼
の
作
中
に
こ
の

　
「
弘
児
聖
教
秘
伝
」を
見
て
書
い
た
よ
う
に
述
べ
て

　

い
る
そ
う
だ
。僕
は
そ
の
作
品
を
知
ら
な
い
。と

　

言
う
の
は
右
の
写
本
は
比
叡
山
文
庫
の
秘
庫
に

　

蔵
せ
ら
れ
門
外
不
出
の
秘
本
な
の
で
、天
台
宗
の

　

僧
侶
と
雖い

え
ど

も
か
り
そ
め
に
は
披
閲
す
る
こ
と
が

　

出
来
な
い
ほ
ど
な
の
に
、況
や
俗
人
の
三
島
君
が

　

該
写
本
を
見
る
こ
と
な
ど
不
可
能
な
の
だ
。こ
れ

　

は
明
ら
か
に
拙
作
を
引
用
し
た
の
は
疑
い
も
な
い

　

こ
と
な
の
だ
。
そ
の
後
、
三
島
君
に
会
っ
た
時
、

　

彼
は
僕
に
謝
り
を
述
べ
引
用
さ
せ
て
も
ら
っ
た

　

こ
と
を
明
記
す
べ
き
な
の
に
〆
切
日
が
迫
っ
て

　

い
て
書
き
落
し
た
が
、書
物
に
な
る
時
に
挿
入
し

　

ま
す
と
言
い
な
が
ら
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
仕
舞
っ
た

　

ら
し
い
。僕
は
別
に
苦
情
を
言
っ
て
る
の
で
は
な
く

　

若
し
三
島
由
紀
夫
全
集
を
読
む
人
が
、本
当
に
三
島

　

君
が
こ
の
珍
書
を
披
見
し
た
と
誤
解
し
て
は
後
世

　

を
誤
る
の
で
一
言
附
記
し
て
置
く
方
が
親
切
だ
と

　

考
え
た
か
ら
だ
。（
以
下
略
）  （
今
東
光
代
表
作
選
集
第
五
巻

　

  

所
収
よ
り
昭
和
四
十
八（
一
九
七
三
）年
六
月
十
日
、読
売
新
聞
社
発
行
）

コ
ラ
ム

　

昭
和
二
十
一
年
に
東
光
が「
稚
児
」
を
定
本
と

し
て
上
梓
し
た
時
に
は
、谷
崎
潤
一
郎
が
序
文
を

書
い
て
絶
賛
し
ま
し
た
。作
品
発
表
に
あ
た
っ
て

の
東
光
の
覚
悟
も
冒
頭
に
記
さ
れ
た
緒
言
か
ら

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
　

そ
れ
に
し
て
も
天
台
宗
内
に
於
て
も
知
る
人
の

　

稀
有
な
該
書
は
、況
や
一
般
人
の
知
る
と
こ
ろ
で
は

　

な
く
、既
に
知
ら
れ
る
如
く「
恵
心
僧
都
全
集
」に

　

し
て
も
、「
天
台
書
籍
綜
合
目
録
」に
し
て
も
、内
容

　

を
発
表
し
た
も
の
で
は
な
い
の
で
、即
ち
私
の
一

　

部
分
の
発
表
と
は
い
え
是
を
以
て
天
下
始
め
て
の

　

公
表
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
引
用
・
・
前
掲
書
）

　

三
島
由
紀
夫
が
ど
う
し
て
も
引
用
し
た
く

な
っ
た
東
光
作
品「
稚
児
」
に
は
何
が
描
か
れ
て

い
る
の
か
。ぜ
ひ
と
も
こ
の
機
会
に
ご
一
読
く
だ

さ
い
。
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